
2006年高松宮記念杯観戦記
加来 浩

まず、フライトＢ～Ｆの結果から。

それぞれ優勝メンバーは以下の通りです。

(敬称略）

フライトＢ：Hein 賀子、小平邦夫、

宮崎昭夫、藤原良二

フライトＣ：西脇 透、細田博之、難波田愈、

能勢俊郎、北条旬、佐野久弥

フライトＤ：上田邦夫、海和文夫、秋田賢一、

上中幸代、吉見英哲

フライトＥ：中島千尋、名草俊比古、

山本隆夫、山口俊郎

フライトＦ：鍋島進、大石巖、大谷明、

鍋島あい子

おめでとうございます。

フライトＡ

序盤は例年になく？順当に上位シードが勝

ち上がる展開。一部の上位チームがずば抜け

てきているのか、それとも人材が少なくなっ

てきているのかなどと思ったり。学生を卒業

して約 10 年の我がチームが、毎年平均年齢

最年少という状況がそろそろ変わって来てく

れないか、その日が来るのはいつなのかなど

と思いつつ。

さて、２週目の土曜日。 表 の決勝戦を争
おもて

う２チーム、TAJIMA と NAITO。TAJIMA チ

ームが65－32で勝ち、決勝戦の最初の席を確

保する。その一方で、日曜日への参加資格を

得るべく、まずは HANA と KYAZ。優(Ａ)の

数が多いチームの勝ち。

そしてもう１試合、海千山千チームと吉田

勝チームからハンドを１つ。あなたはＷでセ

カンドハンドのパートナーが１ オープン。

以下のようにビッドが進む。

Ｑ９４ Ｗ Ｅ

Ｊ10 １ 

Ｊ９７４ １ １  

Ａ８６３ ？

１ＮＴというと、その後パートナーの３

のビッドに展開が苦しくなり、最終コントラ

クトは３ＮＴ。

Ｑ９４ Ｋ７ 
Ｎ

Ｊ10 ＡＫ９４ 
Ｗ Ｅ

Ｊ９７４ Ａ 
Ｓ

Ａ８６３ Ｋ10９７５２ 

もう片方のテーブルでは、上記１ までの

流れは一緒で、２ とＷがビッド。その後、

それほど苦もなく６ に到着。 がアンラッ 

キーな形ではなかったので、容易に６メーク。

この対戦は吉田チームが勝ち。

土曜日の夕方からは、日曜日への参加資格

を得るべく、HANA チームと吉田チームの対

戦が始まる。

次のハンドでパートナーが１ でオープン。

ＡＪ３

Ａ10５

ＡＪ

Ａ８６５３

Ｗ Ｎ Ｅ Ｓ

１ Ｐ ２ 

Ｐ ２ Ｐ ２ 

Ｐ ４ Ｐ ？

パートナーのシャットアウトビッドにも若

干の未練をもち、４ とキュービッド。パー

トナーのつれない５ のビッドにパスを送っ

たところから話が始まる。

Ｗ Ｎ Ｅ Ｓ

１ Ｐ ２ 

Ｐ ２ Ｐ ２ 

Ｐ ４ Ｐ ４ 

Ｐ ５ Ｐ Ｐ

Dbl Ｐ Ｐ ５ＮＴ

Ｐ Ｐ Dbl All pass



全く予定していなかった自分がプレーする

コントラクトとなる。

９のリードが来て、ダミーが開く。

Ｋ

ＫＱＪ６２

Ｑ８６２

10４２

Ｎ

ＯＬ: ９ Ｗ Ｅ

Ｓ

ＡＪ３

Ａ10５

ＡＪ

Ａ８６５３

ダミーから小さいカードを引くと、右も小

さいカードを出し、Ｊの勝ち。 のブレーク

はビッドから確認できているので(ダブルは

ライトナーダブル－ 要求)、 でスローイ 

ンして Ｊが勝つか、 でスローインして  

Ｊが勝つか。正当なメークチャンスを追求す

るのであれば の長い人が Ｑを持っている 

形を期待するのが確率が高い。

#21 Ｋ

ディーラ：Ｎ ＫＱＪ６２

ＮＳバル Ｑ８６２

10４２

９７６５４ Ｑ10８２ 
Ｎ

９８ ７４３ 
Ｗ Ｅ

Ｋ10９７４３ ５ 
Ｓ

-- ＫＱＪ９７ 

ＡＪ３

Ａ10５

ＡＪ

Ａ８６５３

Ｊが勝ち、 Ａをはがして、 を５個キ  

ャッシュすると、実際のハンドは の長い人

がディスカードに困るので、 Ｊか の小さ 

いカードがいずれは勝つ形。だったけれど…。

５ＮＴダブルド１ダウン。裏は４ メイク。

最終的なスコア(ＩＭＰ)は引き分けで、ト

ータルポイントで HANA の勝ち。筆者への

誕生日プレゼントはもらえず。実は上記のコ

ントラクト、ノンダブルなら１ＩＭＰ筆者チ

ーム(吉田チーム)の勝ち。ダブルはやはりド

ラマを生む。

さて、日が変わり日曜日。まず、残りの決

勝戦の座を賭けて、NAITO と HANA。

Ｓ Ｎ Ｓ

ＡＪ ２ 

ＡＫＱ10５４ ２ ２  

10 ２ ３  

ＡＫ７４ ４ ４  

４ ６ 

パートナーのキュービッドで Ｋがわかり、

勝負とばかりに６ 。

#２ Ｋ10７４２

ディーラ:Ｅ Ｊ３

ＮＳバル ８６

８６５３

Ｑ９５３ ８６ 
Ｎ

９８６２ ７ 
Ｗ Ｅ

ＡＪ９７５ ＫＱ４３２ 
Ｓ

-- ＱＪ10９２ 

ＡＪ

ＡＫＱ10５４

10

ＡＫ７４

Ａのリードが来てダミーが開く。正当な

デキメは０％。続く をラフして Ａをキャ 

ッシュすると、片方がディスカード。HAHA

と笑うしかないが、もう一方のテーブルのコ

ントラクトが３ と知る由はない。これもブ

リッジ。前半は 36 対 40 と僅差の試合をする

も、後半大差がつき、決勝戦のもう一つの席

は、NAITO に。



決勝

TAJIMA：田嶋美津江、寺本直志、井野正行、

今倉正史、陳大偉

NAITO：内藤佐紀子、天野亜矢子、宮国健次、

清水康裕、田中陵華、原田智幸

TAJIMA と NAITO の再戦となった決勝は、

いきなり土砂降り。

#１ Ｋ９８

ディーラ:Ｎ Ｋ７６

双方ノンバル Ｊ９６５

Ｊ６４

ＡＪ10３ ７５４２ 
Ｎ

Ｑ10９３２ ＡＪ４ 
Ｗ Ｅ

４３ ＡＫ10 
Ｓ

Ｑ10 ＡＫ７ 

Ｑ６

８５

Ｑ８７２

９８５３２

オープンルームでは、Ｅのストロング１

からリレーが始まる。ビディングスペースに

は余裕があったが、必要な絵札に余力なしと

判断し、最終コントラクトは４ 。

クローズドルームでは、ナチュラル１ オ

ープンから始まり、

Ｗ(陳) Ｅ(寺本)

１

１ ２ＮＴ

３ ４ 

４ ５ 

５ ６ 

４ はキュービッドで、パートナーのハン

ドが理想的ならばスラムが出来るかもといっ

たところか。 Ｋが Ｋになるとか。いずれ 

にしても最終コントラクトは６ 。必要な絵

札は最低限しかないが、それをミドルカード

が辛うじて支えている。６ をプレーするサ

イドにとっては都合のよい形、ディフェンス

する方には都合の悪い形になっていたため、

ややラッキーな11ＩＭＰが TAJIMA に。

#３ ＡＪ

ディーラ:Ｓ Ｊ10７６

ＥＷバル Ｑ６５４

Ａ８７

Ｋ10 ９７６５２ 
Ｎ

Ｋ９ ８４３２ 
Ｗ Ｅ

Ｊ10７３ Ａ 
Ｓ

Ｑ９６４２ Ｊ10３ 

Ｑ８４３

ＡＱ５

Ｋ９８２

Ｋ５

コントラクトはＮＳの３ＮＴだが…。

クローズドルームでは(ＮＳ清水－宮国）

強い方(Ｓ)の３ＮＴ。 のリードが来て、10

をＫで勝つ。２トリック目の候補は、黒いス

ート( )の３か、赤いスート( )の８９２。 

を出せばこの形はＷが困る形になるのだが、

大きい数字を出したので、メークチャンスは

なくなった。

オープンルームは弱い方(Ｎ)の３ＮＴ。

リードをすればプレー勝負になったのだが、

Ｗはテンポを助ける リード。２トリック目

に を出し、ディフェンダーのダウンチャン

スはなくなった。11ＩＭＰが再び TAJIMA に。

７番ボードで14ＩＭＰが再び TAJIMA に動

き、この時点で39－０。

#13 Ｋ10９４

ディーラ:Ｎ ＡＱ７３

双方バル Ｊ10６

Ｊ10

２ ８ 
Ｎ

ＫＪ10９８52 -- 
Ｗ Ｅ

８５３ ＡＫＱ２ 
Ｓ

８４ ＡＫＱ97532 

ＡＱＪ７６５３

６４

９７４

６



オープンルーム

Ｗ Ｎ Ｅ Ｓ

田中 井野 原田 今倉

Ｐ １ ３ 

Dbl ４ ６  All pass

クローズドルーム

Ｗ Ｎ Ｅ Ｓ

陳 清水 寺本 宮国

１ ６ ６  

Ｐ Ｐ Dbl All pass

強い手が何度もビッドできる保証はない。

６ のプレーは、 を１回取った後は、 を  

３回キャッシュする。途中でラフされるとき

には正当にはメークしないコントラクト。全

員がフォローすればドロートランプしてクレ

ーム。どちらかがフォローしなくても、ラフ

できないときには、最後の をダミーでラフ

して出来上がり。８－２フィットのトランプ

でもこういう形になることがある。

#15 --

ディーラ:Ｓ Ｊ10９７６４

ＮＳバル ７４３

ＡＪ10４

Ｋ８ Ａ７５３ 
Ｎ

ＡＫ８５３ Ｑ２ 
Ｗ Ｅ

Ｑ ＡＪ９８６ 
Ｓ

ＫＱ９６３ ７５ 

ＱＪ10９６４２

--

Ｋ10５２

８２

オープンルーム

Ｗ Ｎ Ｅ Ｓ

田中 井野 原田 今倉

２

４ Ｐ ４ Ｐ 

４ Dbl Rdbl All pass

これもブリッジ。４ＮＴとビッドすると、

メークはしないがマイナスの数字が１桁減る。

トランプリードから始まり、コントラクトは

３ダウン。クローズドルームではＳの のコ

ントラクトが捕まり合計18ＩＭＰが TAJIMA

に。

最後のボードで12ＩＭＰを取り返したもの

の、TAJIMA チームが30ＩＭＰのリードで後

半に。

後半、最初のボードで、NAITO のＥＷに

事故が発生し、14ＩＭＰが TAJIMA に。

その後５ＩＭＰ級の数字が数ボードずつな

らび、TAJIMA の40ＩＭＰリードの状態で残

り５ボード。

#28 10９７６

ディーラ:Ｗ ＡＫ９８６２

ＮＳバル --

Ｑ６２

Ｑ５２ ＫＪ８ 
Ｎ

10 -- 
Ｗ Ｅ

Ｋ９８７５３ ＡＱＪ４２ 
Ｓ

ＫＪ10 Ａ９８５３ 

Ａ４３

ＱＪ７５４３

10６

７４

オープンルーム

Ｗ Ｎ Ｅ Ｓ

田中 井野 原田 今倉

２ ２ ４ ５   

Ｐ Ｐ ６ All pass

クローズドルーム

Ｗ Ｎ Ｅ Ｓ

陳 清水 寺本 宮国

Ｐ Ｐ １ Ｐ

２ ２ ４ Ｐ  

５ Ｐ ６  All pass

ともにコントラクトは６ 。 ＡがＳにあ 

ることがわかった状態で、 Ｑのゲス。独身

にはお姫様をつかまえることは難しいようで、

クローズドルームは１ダウン、14ＩＭＰが



NAITO に。

#30 Ｋ６

ディーラ:Ｅ ＫＱ９７

双方ノンバル Ｋ４３

Ｋ９４２

Ｑ10８２ Ｊ５４ 
Ｎ

８６５４ ３２ 
Ｗ Ｅ

９ Ｑ10８７５２ 
Ｓ

ＱＪ８５ 10６ 

Ａ９７３

ＡＪ10

ＡＪ６

Ａ７３

コン トラクト は TAJIMA は ６ＮＴで、

NAITO が４ＮＴ。ともに11トリックを取り、

NAITO に11ＩＭＰが入り、残り２ボードで

その差は15ＩＭＰに。

ちなみに、６ＮＴだが１トリック目に の

Ａが勝ち、 を３回取った後(４－２ブレー

クがわかり、短い方は をディスカード)に

をダック。 の３－３、もしくは とのエ  

クストラチャンス。実際の形は、 を１回ダ

ックしておくと、黒いスートの純正スクイー

ズになりコントラクトはメークした。

#31 ８４

ディーラ:Ｓ ＱＪ10８５

ＮＳバル ３

Ｋ９７５４

ＡＪ９５２ Ｑ10６ 
Ｎ

７４３ ＡＫ 
Ｗ Ｅ

Ｊ７５２ 10８６４ 
Ｓ

２ Ｊ10６３ 

Ｋ７３

９６２

ＡＫＱ９

ＡＱ８

TAJIMA は が長い方(Ｎ)がプレーする４

。 リードはノーチャンスだが、ＯＬは  

６。絵札を出して、ダミーの勝ち。 で を 

ディスカードした後、トランプを出す。その

後パンプが間に合い、１ダウン。

NAITO は強い方(Ｓ)がプレーする４ 。

リードはノーチャンスだが、ＯＬは ２。 

プレーするサイドはよかったが、ブレークが

悪くて１ダウンでプッシュ。

最後のボードもプッシュで TAJIMA チーム

の勝ち。おめでとうございました。


